
末
子
語
類
論
文
篇
詳
注

出
興

膳

宏

木

津

祐

子

京
都

大
草

斎

藤

希

史

国
文

学
研究
資

料
館

12

李
太
白
詩
不
審
是
豪
放
､
亦
有
薙
容
和
緩
底
'
如
首
篇

｢大
雅

久
不
作
｣
､
多
少
和
緩
｡
陶
淵
明
詩
人
皆
説
是
平
淡
｡
塘
某
看
'
他

日
豪
放
'
但
豪
放
得
来
不
覚
耳
｡
其
露
出
本
相
者
是
詠
別
封

一
篇
'

平
淡
底
人
如
何
説
得
這
様
言
語
出
来
｡
雑
｡

李
太
白
の
詩
は
豪
放
な
も
の
ば
か
-
で
は
な
-
'
お
だ
や
か
で

ゆ
っ
た
り
と
し
た
も
の
も
あ
る
｡
(｢古
風
｣
)
第

一
篇
の

｢大
雅
久

あ
こ

し
-

作

ら

ず
｣
な
ど
は
､
何
と
ゆ
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
か
｡
陶
淵

明
の
詩
は
誰
も
が
平
淡
だ
と
い
う
が
､
私
か
ら
見
れ
ば
､
彼
は
も
と

も
と
豪
放
な
の
だ
が
'
豪
放
さ
が
そ
れ
と
感
じ
ら
れ
な
い
だ
け
な
の

朱
子
語
類
論
文
篇
諸
法

榊

(輿
膳

･
木
津

･
斎
藤
)

だ
｡
そ
の
本
来
の
姿
が
現
れ
た
の
が

｢別
封
を
詠
ず
る
｣
詩

一
篇
で
'

平
淡
な
人
間
に
ど
う
し
て
こ
ん
な
言
葉
が
吐
け
る
も
の
か
ね
｡
呉
雑

記
す
｡(校

勘
)

朝
鮮
古
窯
本

｢這
様
｣
1

｢道
様
｣

(注
)

｢薙
容
｣
は
'
塵
韻
の
語
｡
お
だ
や
か
｡
｢陳
仲
亨
説

｢至

徳
｣､
引
義
剛
前
所
論
者
鵠
疑
0
日
'
｢也
不
是
不
倣
這
事
'
但
他
倣
得

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

較
確
答
和
緩
'
不
似
武
王
様
暴
｡｣
(｢論
語
十
七

泰
伯
篇

泰
伯
其

可
謂
至
徳
章
｣
三
五
･
弼
)

｢大
雅
久
不
作
｣
は
'
李
白

｢古
風
｣
五
十
九
首
の
其
一
冒
頭
の
句
｡

｢詠
刑
珂
｣
は
､
『陶
淵
明
集
』
巻
四
｡

13

張
以
道
間
､
｢太
白
五
十
篇
古
風
不
似
他
詩
'
如
何
｡｣
日
'

｢太
白
五
十
篇
古
風
是
筆
陣
子
昂
感
遇
詩
'
其
聞
多
有
全
用
他
句

虞
｡｣
義
剛
｡

張
以
道
が
尋
ね
る
に
は
､
｢太
白
の

｢古
風
｣
五
十
篇
は
彼
の
詩

ら
し
-
な
い
の
で
す
が
'
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
｡｣
い
わ
れ
る

に
は
､
｢太
白
の

｢古
風
｣
五
十
篇
は
陳
子
昂
の

｢感
遇
｣
詩
に
な

ら
っ
た
も
の
で
'
そ
こ
に
は
彼
の
句
を
そ
の
ま
ま
使
っ
た
と
こ
ろ
が

た
-
さ
ん
あ
る
の
だ
｡｣
黄
義
剛
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

12
候
の
前
に
位
置
す
る
｡

dJ
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(注
)

｢張
以
道
｣
は
'

｢論
文
篇
上
｣
55
候
を
参
照
｡

｢陳
子
昂
｣
は
､
字
は
伯
玉
､
六
六
一
-
七
〇
二
O
ち
な
み
に
李
白

は
七
〇
1
年
に
生
ま
れ
て
い
る
｡
r陳
伯
玉
文
集
』
十
巻
｡
『舌
唐
書
』

巻
1
九
〇
中
'
『新
唐
書
』
巻

一
〇
七
〇

｢感
遇
詩
｣
は
'
三
十
八
首
か
ら
な
る
連
作
｡
『陳
伯
玉
文
集
』
巻

一
｡
｢灼
灼
佳
人
姿
｣
(｢感
遇
｣)
｢灼
灼
芙
蓉
姿
｣
(｢古
風
｣)'
｢探
元

観
群
化
｣
(｢感
遇
｣)
｢探
元
化
群
生
｣
(｢古
風
｣)'
｢登
山
望
宇
宙
｣

(｢感
遇
｣)
｢登
高
望
四
海
｣
(｢古
風
｣)
の
よ
う
に
類
似
し
た
句
が
見

ら
れ
'
詩
風
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
も
多
い
｡
｢古
風
｣
詩
が

｢感
遇
｣

詩
の
流
れ
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
'
例
え
ば

｢太
白
古
風
云
､
-
-
此

六
十
八
首
へ
輿
陳
拾
遺
感
遇
之
作
筆
力
相
上
下
､
唐
諸
人
皆
在
下
風
｡｣

(『劉
克
荘
詩
話
』
)
な
ど
の
よ
う
に
'
後
代
の
定
論
と
な
る
｡

14

杜
詩
初
年
甚
精
細
'
晩
年
横
道
不
可
首
､
只
意
到
虐
使
押

一
箇

韻
｡
如
自
秦
州
入
局
諸
詩
'
分
明
如
書
｢

乃
其
少
作
也
｡
李
太
白
詩

非
無
法
度
'
乃
従
容
於
法
度
之
中
'
蓋
聖
於
詩
者
也
｡
古
風
南
巻
多

数
陳
子
昂
､
亦
有
全
用
其
句
庭
｡
太
白
去
子
昂
不
達
'
其
尊
慕
之
如

此
｡
然
多
薦
入
所
乱
､
有

l
篇
分
省
三
篇
者
'
有
三
篇
合
寛

一
篇
者
｡

方
子
｡
佐
同
｡

杜
詩
は
若
い
頃
の
も
の
は
と
て
も
き
め
こ
ま
や
か
だ

っ
た
が
へ
晩

年
の
も
の
は
と
め
ど
が
な
-
て
手
が
着
け
ら
れ
な
い
｡
思
い
つ
き
さ

え
す
れ
ば
何
で
も
韻
を
踏
ん
で
詩
に
し
て
い
る
だ
け
だ
｡
秦
州
か
ら

局
に
入

っ
た
時
の
諸
詩
は
'
槍
の
よ
う
に
-

つ
き
り
し
て
い
る
が
'

や
は
-
若
い
こ
ろ
の
作
だ
｡
李
太
白
の
詩
は
き
ま
-
が
な
い
わ
け
で

は
な
い
が
､
き
ま
り
の
中
で
の
び
の
び
ふ
る
ま
っ
て
お
り
'
詩
に
お

け
る
聖
人
と
い
え
よ
う
｡
｢古
風
｣
二
巻
は
陳
子
昂
を
だ
い
ぶ
晃
似

て
お
-
'
彼
の
句
を
そ
の
ま
ま
使

っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
｡
太
白
は
子

昂
か
ら
さ
ほ
ど
時
代
が
隔
た
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
､
か
-

も
敬
慕
し
て
い
る
｡
け
れ
ど
も

(｢古
風
｣
詩
篇
は
)
人
に
乱
さ
れ

て
し
ま

っ
た
と
こ
ろ
が
多
-
'

一
篇
を
三
篇
に
分
け
ら
れ
た
も
の
も

あ
れ
ば
'
三
篤
を
合
わ
せ
て

一
篇
に
さ
れ
て
し
ま

っ
た
も
の
も
あ
る
｡

李
方
子
記
す
｡
粛
佐
の
記
録
も
同
じ
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
活
字
本

｢横
逆
｣
1

｢横
姓
｣'
｢佐
同
｣
1

｢仕
同
｣

朝
鮮
古
寓
本

｢三
篇
合
鵠
1
篇
｣
1

｢二
篇
合
馬

一
篇
｣

(注
)

｢横
逆
｣
は
､
朝
鮮
古
活
字
本
お
よ
び
朝
鮮
刊
本
で
は

｢横

道
｣
に
作
っ
て
お
り
'
こ
こ
で
は
そ
の
方
向
で
解
し
た
｡

｢古
風
｣
の
篇
数
に
出
入
の
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
｡

『分
類
補
注
李
太
白
詩
』
に
お
け
る

｢其
二
十
｣
を
鯵
武
子
重
刊
宋
本

『李
太
白
全
集
』
が
三
篤
に
分
け
る
な
ど
は
そ
の
例
で
あ
る
｡
た
だ
し
'

末
子
が

｢古
風
両
巻
｣
と
い
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
'
彼
の
見
た
本
は

dd



今
本
と
異
な
っ
て
お
-
､
具
髄
的
に
ど
の
篇
の
出
入
を
指
す
の
か
は
へ

定
め
が
た
い
｡
唐
鉄
圭
編

『李
白
全
集
校
注
柔
樺
集
評
』
(百
花
文
蛮

出
版
赦
､

一
九
九
六
)
参
照
｡

15

李
太
白
終
始
撃
選
詩
､
所
以
好
｡
杜
子
美
詩
好
者
亦
多
是
致
選

詩
､
漸
放
手
'
襲
州
諸
詩
則
不
然
也
｡
雑
｡

李
太
白
は
ず

っ
と

『文
選
』

の
詩
を
学
ん
だ
か
ら
､
よ
い
の
だ
｡

杜
子
美
の
詩
の
よ
い
も
の
も
や
は
り

『文
選
』

の
詩
に
倣

っ
て
'
だ

ん
だ
ん
手
慣
れ
て
き
た
が
'
襲
州

の
諸
詩
な
ど
は
そ
う
で
は
な

い
｡

呉
碓
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
幕
本

｢致
｣
1

｢働
｣

(注
)

李
杜
が

『文
選
』
の
詩
を
学
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
は
､
朱
子

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

の

｢抜
病
翁
先
生
詩
｣
(
『文
集
』
巻
八
四
)
に

｢李
杜
韓
柳
初
骨
学
選

詩
者
'
然
杜
韓
襲
多
而
柳
李
饗
少
o
蟹
不
可
撃
而
不
饗
可
撃
､
故
自
其

賛
者
而
撃
之
､
不
若
自
其
不
聾
者
而
撃
之
'
乃
魯
男
子
撃
柳
下
意
之
意

也
｣
の
よ
う
に
も
い
う
｡

｢放
手
｣
は
'
思
い
通
-
に
な
る
'
手
慣
れ
る
t
と
い
う
こ
と
｡

｢放
脚
放
手
｣
｢放
脚
手
｣
と
も
｡
｢安
閑
'
｢前
輩
多
言
伊
川
似
孟

子
｡｣
日
､
｢不
然
｡
伊
川
謹
厳
'
雄
大
故
以
天
下
自
任
､
其
賓
不
似
孟

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

子
放
脚
放
手
o
孟
子
不
及
顔
子
､
顔
子
常
自
以
寅
不
足
｡｣
(｢孔
孟
周

程
張
子
｣
九
三

･
2
3
5
9
)

朱
子
語
類
論
文
篇
諸
法

榊

(興
膳
･
木
津
･
斎
藤
)

16

戎
間
､
｢李
白

｢
清
水
出
芙
蓉
､
天
然
去
離
飾
｡
｣
前
輩
多
構
此

語
､
如
何
｡
｣
日
'
｢自
然
之
好
､
又
不
如

｢芙
蓉
露
下
落
'
楊
柳
月

中
疏
｣
､
則
尤
任
｡
｣

堆
｡

あ
る
人
が
尋
ね
る
の
に
'
｢李
白

の

｢清
水

芙
蓉
を
出
だ
し
'

天
然

離
飾
を
去
る
｣
の
句
を
先
人
は
さ
か
ん
に
馨
め
ら
れ
ま
す
が
'

い
か
が
で
し
ょ
う
か
｡｣

い

わ
れ
る
に
は
'
｢自
ず
か
ら
な
る
よ
さ
だ

ま
ば

が
'
｢芙
蓉

露
下
に
落
ち

'
楊
柳

月
中

に
疏

ら
な
り
｣

の
ほ
う

が
ず

っ
と
よ
い
ね
｡
｣
呉
雅
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
活
字
本

･
朝
鮮
古
希
本

｢疏
｣
1

｢疎
｣

(注
)

｢清
水
出
芙
蓉
-
-
｣
は
'
｢乱
離
後
天
恩
流
夜
郎
憶
奮
進
書

懐
貯
江
夏
幸
太
守
良
宰
｣
(
『李
白
全
集
校
注
嚢
梓
集
評
』
巻

l
O
)
の

旬
｡
『苔
渓
漁
隈
叢
話
』
前
集
巻
五
に
は
王
安
石
の
語
を
以
下
の
よ
う

に
引
-
｡
｢刑
公
云
'
詩
人
各
有
所
得
'
｢清
水
出
芙
蓉
'
天
然
去
離

飾
｡｣
此
李
白
所
得
也
｡
-
-
｣

｢芙
蓉
露
下
落
-
･‥
｣
は
'
着
意
の

｢秋
思
｣
詩

(
『王
墓
新
詠
』

巻
八
)｡
ま
た

『顔
氏
家
訓
』
巻
四
文
章
篇
に

｢蘭
陵
粛
慧
､
梁
室
上

着
侯
之

子
､
工
於
篇
什
｡
嘗
有
秋
詩
云
'
｢芙
蓉
露
下
落
'
楊
柳
月
中

疎
｡｣
時
人
末
之
賞
也
｡
吾
愛
其
粛
散
'
宛
然
在
日
｡
穎
川
萄
仲
撃
'

娘
邪
諸
葛
漠
'
亦
以
為
爾
｡
両
度
思
道
之
徒
'
雅
所
不
慨
｣
と
い
い
'

許
顛

『彦
周
詩
話
』
に

｢六
朝
詩
人
之
詩
､
不
可
不
熟
議
｡
如

｢芙
蓉

- 67-
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露
下
落
'

楊
柳
月
中
疏
｣'
鍛
錬
至
此
'
自
唐
以
来
'
無
人
能
及
也
｣

と
い
う
｡
な
お
許
顔
は
生
卒
未
詳
だ
が
'
百
川
撃
海
本

『彦
周
詩
話
』

は
建
炎
戊
申

(
一
一
二
八
)
序
と
記
す
｡

17

｢人
多
説
杜
子
美
嚢
州
詩
好
､
此
不
可
暁
｡
愛
川
詩
却
説
得
鄭

重
煩
架
'
不
如
他
中
前
有

一
節
詩
好
｡
魯
直

一
時
固
自
有
所
見
｡
今

人
只
見
魯
直
説
好
'
便
却
説
好
'
如
佳
人
看
戯
耳
｡
｣
間
'
｢韓
退
之

潮
州
詩
'
東
披
海
外
詩
如
何
｡
｣
日
､
｢却
好
｡
東
城
晩
年
詩
固
好
｡

只
文
字
也
多
是
信
筆
胡
説
'
全
不
着
道
理
｡
｣
雄
｡

｢杜
子
美
の
垂
州
時
代
の
詩
を
人
は
よ
-
馨
め
る
け
れ
ど
'
わ
か

ら
ん
ね
｡
襲
州
の
詩
は
堅
苦
し
-
て
-
ど
-
て
､
そ
れ
以
前
の
時
期

の
詩
の
ほ
う
が
よ
い
｡
(愛
川
の
詩
を
馨
め
た
)
魯
直
に
は
昔
時
も

ち
ろ
ん
思
う
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
の
だ
｡
今
の
人
は
た
だ
魯
直
が
よ
い

ち
ぴ

と
い
う
か
ら
､
よ
い
と
い
っ
て
い
る
だ
け
で
'
棲

人

の
芝
居
見
物
の

よ
う
な
も
の
だ
｡
｣
｢韓
退
之
が
潮
州
に
い
た
こ
ろ
の
詩
や
､
東
吸
が

海
南
島
に
い
た
こ
ろ
の
詩
は
ど
う
で
す
か
｣
と
尋
ね
る
と
'
い
わ
れ

る
に
は
'
｢あ
れ
は
よ
い
｡
東
城
の
晩
年
の
詩
は
む
ろ
ん
よ
い
｡
た

だ
文
の
方
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
筆
に
ま
か
せ
て
で
た
ら
め
を
い
い
'
何

の
道
理
も
分
か

っ
ち
ゃ
い
な
い
が
ね
｡
｣
呉
雄
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

｢看
戯
｣
1

｢看
場
｣

(注
)

｢人
多
説
杜
子
美
襲
州
詩
好
｣
は
'
例
え
ば

｢親
子
美
到
愛

川
以
後
詩
､
簡
易
純
熟
､
無
斧
聖
痕
'
信
是
如
弾
丸
臭
｡｣
(
『杜
工
部

草
堂
詩
話
』
巻

l
引
陳
善

『刑
最
新
話
』
)
な
ど
.

魯
直
は
黄
魯
直
'
黄
庭
堅
の
こ
と
｡
黄
庭
堅
が
襲
州
以
降
の
杜
詩
を

稀
質
し
た
こ
と
は
'
例
え
ば

｢好
作
寄
語
へ
自
是
文
章
病
'
但
菖
以
理

馬
主
'
理
得
而
節
順
､
文
章
自
然
出
軍
抜
畢
'
観
杜
子
美
到
襲
州
後
詩
へ

韓
退
之
自
潮
州
還
朝
後
文
章
､
皆
不
煩
維
削
而
自
合
奏
｣
(｢王
観
復
に

輿
う
る
書
｣
三
首
之

一
㌧
『諌
学
者
先
生
文
集
』
巻

1
九
)
と
い
っ
た

の
は
よ
-
知
ら
れ
て
い
る
o
ま
た

『苔
渓
漁
隙
叢
話
』
に
は
､
｢呂
丞

相
按
杜
子
美
年
譜
云
'
｢考
其
筆
力
'
少
而
鋭
､
壮
両
津
､
老
而
巌
､

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

非
妙
於
文
章
'
不
足
以
至
此
｡｣
余
観
東
吸
自
商
運
以
後
詩
'
全
頼
子

美
嚢
州
以
後
詩
'
正
所
謂
老
而
巌
者
也
｡
子
由
云
'
｢東
披
講
居
俺
耳
､

濁
書
為
詩
'
精
錬
華
妙
'
不
見
老
人
衰
倭
之
気
O｣
魯
直
亦
云
'
｢東
城

嶺
外
文
字
'
讃
之
便
人
耳
目
聡
明
､
如
清
風
自
外
来
也
｡｣
観
二
公
之

言
如
此
､
則
余
非
過
論
臭
｡｣
(後
集
巻
三
〇
)
と
い
い
'
韓
愈
の
潮
州

で
の
詩
､
蘇
戦
の
海
南
島
で
の
詩
と
し
ば
し
ば
改
構
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
｡
｢論
文
篇
上
｣
23
催
'
56
候
参
照
｡

｢接
入
着
戯
｣
は
'
朱
子
が
好
ん
で
用
い
る
昔
時
の
成
語
で
'
｢鎮

子
看
戯
｣
と
も
い
い
'
背
が
低
い
た
め
に
舞
量
を
直
接
見
る
こ
と
の
で

き
な
い

｢矯
人
｣
が
､
他
の
見
物
客
の
寅
似
を
し
て
手
を
叩
い
た
-

笑
っ
た
り
す
る
さ
ま
を
'
道
理
も
分
か
ら
ず
た
だ
人
真
似
ば
か
り
す
る

E)S



こ
と
を
皮
肉
る
の
に
使
う
｡
｢-
-
間
､
｢自
後
学
言
之
'
使
道
己
知
此

事

1
理
｡
今
曾
子
用
許
多
積
累
工
夫
'
方
始
見
得
是
一
貫
'
後
学
如
何

便
暁
得

l
貰
｡｣
日
'
｢後
人
只
是
想
像
説
､
正
如
接
入
着
戯
l
般
'
見

前
面
人
笑
へ
他
也
笑
｡
他
維
眼
不
曾
見
'
想
必
是
好
笑
'
便
随
他
笑
｡｣

(｢論
語
九

里
仁
篇
下

子
日
参
乎
章
｣
二
七
･
棚
)'
｢･･･-
其
有

知
得
某
人
詩
好
､
某
人
詩
不
好
者
'
亦
只
是
見
巳
前
人
如
此
説
'
便
承

虚
接
響
説
取
去
｡
如
燥
子
看
戯
相
似
'
見
入
通
好
'
他
也
通
好
｡
及
至

間
者
他
那
裏
是
好
庭
｡
元
不
曾
識
｡
挙
世
皆
然
'
只
是
不
曾
讃
｡
熟
議

後
自
然
見
得
o｣
(｢朱
子
十
三

訓
門
人
四
｣
二

六
･
2
80
2
)

18

杜
子
美
晩
年
詩
都
不
可
暁
｡
呂
居
仁
嘗
言
'
詩
字
字
要
響
｡
其

晩
年
詩
都
畦
了
'
不
知
是
如
何
｡
以
馬
好
否
｡

杜
子
美
の
晩
年
の
詩
は
ど
れ
も
分
ら
ん
｡
呂
居
仁
が
以
前

｢詩
は

1
つ
l
つ
の
字
が
響
-
よ
う
で
な
-
て
は
い
け
な
い
｣
と
い
っ
て
い

た
｡
杜
子
美
の
晩
年
の
詩
は
み
な
響
き
が
無
-
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
､

ど
う
い
う
わ
け
だ
ろ
う
｡
よ
い
と
お
も
う
か
ね
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

本
棟
を
映
-

(注
)

｢呂
居
仁
｣
は
'
呂
本
中
'
居
仁
は
字
'
も
と
の
名
を
大
中
｡

東
莱
先
生
と
渡
し
た
｡
著
に

『春
秋
解
』
『東
莱
詩
集
』
『紫
徴
詩
話
』

な
ど
｡
『宋
史
』
巻
三
七
六
へ
『宋
元
撃
案
』
二
〇
｡
『苔
渓
漁
隙
義

話
』
に
引
-

『呂
居
仁
童
蒙
訓
』
に

｢播
郁
老
言
う
七
言
詩
第
五
字
要

朱
子
語
類
論
文
篇
諸
法

的

(輿
謄

･
木
津

･
斎
藤
)

響
､
如

｢返
照
入
江
翻
石
壁
'
締
雲
擁
樹
失
山
村
｡｣
翻
字
失
字
､
是

響
字
也
｡
五
言
詩
第
三
字
要
響
､
如

｢圃
荷
浮
小
葉
､
細
賓
落
軽

花
｡｣
浮
字
落
字
'
是
響
字
也
｡
所
謂
響
者
'
致
力
庭
也
｡
予
窺
以
鵠

字
字
菖
活
､
活
則
字
字
自
響
｣｡
ま
た

『杜
工
部
草
堂
詩
話
』
巻

一
に

は

｢東
菜
呂
居
仁
目
､
詩
毎
句
中
須
有

1
両
字
響
､
響
字
乃
妙
指
｡
如

子
美

｢身
軽
l
鳥
過
｣
｢飛
燕
受
風
斜
｣'
過
字
受
字
皆

一
句
響
字
也
｣

と
も
引
-
｡

19

杜
詩
'
｢寓
里
戎
王
子
'
何
年
別
月
支
｡｣
後
説
花
云
云
､
今
人

只
説
造
戎
王
子
白
月
支
帯
得
花
束
｡
此
中
嘗
有

1
人
在
都
下
'
見

一

局
人
遍
舗
買
戎
王
子
'
皆
無
｡
日
'
｢是
局
中

l
薬
'
馬
本
草
不
曾

収
'
今
逐
無
人
苔
｡｣
方
暁
杜
詩
所
言
｡

杜
詩
に

｢寓
里

戎
王
子
'
何
れ
の
年
か
月
支
に
別
る
｣
と
あ

っ
え
ぴす

て
'
そ
の
後
で
花
が
ど
う
の
こ
う
の
と
あ
-
'
今
の
人
は
た
だ

戒

の
王
子
が
月
支
か
ら
花
を
持

っ
て
き
た
と
説
明
す
る
ば
か
-
だ
｡
こ

の
地
の
あ
る
人
が
以
前
都
で
目
撃
し
た
話
に
'
あ
る
萄
の
人
が
店
を

回
っ
て
戎
王
子
を
買
お
う
と
し
た
が
ど
こ
に
も
な
い
｡
そ
こ
で

｢
こ

れ
は
葛
の
薬
で
､
本
草
に
も
収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
､
い
ま
で
は
誰
も

栽
培
し
て
い
な
い
｣
と
い
っ
て
い
た
そ
う
だ
｡
そ
れ
で
や
っ
と
杜
詩

- 69-



中
国
文
筆
報

第
六
十
冊

の
意
味
が
わ
か

っ
た
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

本
候
を
快
く

(注
)

｢寓
里
戎
王
子
'
何
年
別
月
支
｣
は
'
｢陪
郷
贋
文
遊
何
将
軍

山
林
｣
十
首
の
三
'
｢蔦
里
戎
王
子
'
何
年
別
月
支
｡
異
花
開
絶
域
へ

滋
蔓
匝
清
池
｡
漠
侍
従
室
到
'
紳
農
克
不
知
｡
露
翻
案
雨
打
'
開
塀
漸

離
披
.｣
(
『九
家
集
注
杜
詩
』
巻

1
人
)
の
句
｡
『九
家
集
桂
杜
詩
』
は
'

ヽ
ヽ
ヽ

｢遊
云
'
戎
王
子
､
説
者
以
瑞
花
名
｡
義
固
然
也
｡
下
旬
云
異
花
､
自

分
明
夫
｡
言
寓
里
則
其
来
遠
'
言
月
支
是
必
月
支
之
物
｣
と
注
す
る
｡

超
は
'
北
宋

･
趨
彦
材
｡

｢此
中
｣
は
'
こ
の
土
地
'
首
地
t
と
い
う
こ
と
｡

20

文
字
好
用
経
語
'
亦

一
病
｡
老
杜
詩
'
｢致
遠
思
恐
泥
｡
｣
東
妓

寓
此
詩
到
此
句
云
､
｢此
詩
不
足
為
法
｡
｣
塔
｡

詩
句
に
経
典
の
語
を
好
ん
で
使
う
の
も
'
弊
害
の

一
つ
だ
｡
老
杜

･･一･t_

の
詩
に

｢遠
き
を
致
す
に
思

い
恐
ら
-
は

泥

ま

ん
｣
と
あ
る
｡
東
城

は
こ
の
詩
を
馨
し
て
こ
の
句
ま
で
乗
る
と
'
｢
こ
の
詩
は
手
本
に
は

な
ら
ん
｣
と
い
っ
た
｡
膝
壌
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
活
字
本

｢致
思
達
｣
1

｢致
遠
思
｣

朝
鮮
古
窯
本

本
候
を
映
-

(荏
)

｢致
遠
思
恐
泥
｣
は
'
｢解
遣
｣
(
一
作

｢解
憂
｣
)
詩
､
｢減

米
散
同
舟
'
路
難
恩
共
済
｡
向
東
雲
涛
盤
'
衆
力
亦
不
細
｡
噺
坑
暫
眼

70

過
'
飛
櫓
本
無
帯
｡
得
失
瞬
息
聞
'
致
遠
宜
恐
泥
｡
百
慮
税
安
危
へ
分

明
嚢
賢
計
｡
義
理
庶
可
壌
'
拳
拳
期
勿
替
｡｣
(
『九
家
集
江
杜
詩
』
巻

一
六
)
の
句
｡
『論
語
』
子
張
篇
の

｢致
速
恐
泥
｣
を
拒
ま
え
た
も
の
｡

な
お
中
華
書
局
本
は
古
活
字
本
と
同
様

｢致
思
連
想
泥
｣
に
作
る
が
'

意
味
が
通
じ
な
い
の
で
､
朝
鮮
刊
本
に
よ
っ
て
改
め
た
｡

蘇
珠
が
こ
の
旬
を
非
難
し
た
こ
と
は
'
『東
妓
選
抜
』
巻
二
に
'
｢減

0

0
0
0

米
散
同
舟
'
路
難
思
共
済
｡
向
東
雲
涛
盤
､
衆
力
亦
不
細
｡
呼
帆
忽
遇

○

ヽ
ヽ
0
ヽ
ヽ

眠
､
飛
櫓
本
無
帯
｡
得
失
瞬
息
開
､
致
遠
疑
恐
泥
｡
百
慮
視
安
危
'
分

明
嚢
賢
計
｡
玄
理
庶
可
贋
'
拳
拳
期
勿
替
｡｣
杜
甫
詩
固
無
敵
､
然
自

致
遠
以
下
句
'
鼻
村
随
也
｡
此
最
其
暇
庇
摘
､
世
人
雷
同
'
不
復
裁
許
'

過
臭
｡
然
亦
不
能
掩
其
善
也
｣
と
見
え
る
｡

21

杜
詩
最
多
誤
字
｡
察
興
宗
正
異
固
好
而
未
蓋
｡
某
嘗
欲
康
之
'

作
杜
詩
考
異
'
克
末
暇
也
｡
如

｢風
吹
蒼
江
樹
へ
雨
酒
石
壁
来
｣
'

｢樹
｣
字
無
意
思
'
首
作

｢去
｣
字
'
無
疑

｢去
｣
字
封

｢乗
｣
字
｡

又
如
萄
有

｢漏
天
｣
'
以
其
西
北
陰
盛
'
常
雨
'
如
天
之
漏
也
'
故

杜
詩
云
'
｢鼓
角
漏
天
東
｡｣
後
人
不
暁
其
義
､
逐
改

｢漏
｣
字
鵠

｢満
｣
､
似
此
類
極
多
｡
雑
｡

杜
詩
に
は
字
の
誤
り
が
き
わ
め
て
多

い
｡
察
興
宗
の

『正
異
』
は

よ
-
で
き
て
い
る
が
完
全
で
は
な
い
｡
私
は
以
前
そ
れ
を
増
補
し
て
'



『杜
詩
考
異
』
を
作

ろ
う
と
し
た
が
'
そ
の
時
閲
が
な

い
ま
ま
にそそ

な

っ
て
い
る
｡
例
え
ば

｢風
は
吹
-

蒼
江
の
樹
'
雨
は
石
壁
に
酒

ぎ
来
た
る
｣
は
､
｢樹
｣
の
字
で
は
意
味
が
な
-
'
常
然

｢去
｣
の

字
に
す
べ
き
で
'
｢去
｣
字
が

｢来
｣
字
と
封
に
な

っ
て
い
る
の
だ
｡

ま
た
例
え
ば
萄
に
は

｢漏
天
｣
が
あ
る
と
い
う
の
は
'
西
北
は
陰
の

気
が
盛
ん
な
た
め
に
'
い
つ
も
雨
が
降

っ
て
い
て
､
さ
な
が
ら
天
が

漏
れ
て
い
る
よ
う
だ
と
い
う
わ
け
だ
｡
だ
か
ら
杜
詩
に

｢鼓
角

漏

天
の
東
｣
と

い
う

の
だ
｡
後

の
人
は
そ
の
意
味
が
分
か
ら
ず
に
'

｢漏
｣
の
字
を

｢満
｣
に
改
め
て
し
ま

っ
た
｡
こ
う

い
っ
た
類
が
と

て
も
多

い
｡
呉
雑
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

上
巻
所
収

(注
)

｢察
輿
宗
｣
は
'
字
は
伯
世
'
徽
宗
の
頃
の
人
と
い
う
ほ
か
'

未
詳
｡
『者
渓
漁
隠
叢
話
』
は
彼
と
呂
東
未
の
編
に
成
る

『垂
編
少
陵

先
生
集
並
考
異
』
を
戒
す
る
と
記
し

(後
集
巻
八
)､
周
紫
芝

『竹
坂

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

詩
話
』
に
は

｢東
莱
察
伯
世
作
杜
少
陵
正
異
'
甚
有
功
へ
亦
時
有
疑
者
｡

-
-
｣
と
い
う
｡
『杜
詩
正
異
』
と
も
稀
さ
れ
'
『詩
話
線
亀
』
後
集
巻

十
八

｢正
靴
門
｣
に
は
'
も
っ
ぱ
ら

『杜
詩
正
異
』
か
ら
三
十
候
徐
り

を
引
く
｡

｢風
吹
蒼
江
樹
-
-
｣
は
'
｢雨
｣
三
首
の
1
'
｢峡
雲
行
清
暁
'
煙

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

霧
相
斐
回
｡
風
吹
蒼
江
樹
'
雨
混
石
壁
来
｡
凄
凄
生
除
寒
､
股
股
乗
出

朱
子
語
類
論
文
篇
詩
法

榊

(輿
謄

･
木
津

･
斎
藤
)

雷
｡
白
谷
襲
気
候
､
朱
炎
安
在
哉
｡
-
-
｣
(
『九
家
集
注
杜
詩
』
巻

一

二
)

の
句
｡

｢鼓
角
漏
天
来
｣
は
'
｢陪
章
留
後
待
御
宴
南
模
｣
(
『九
家
集
娃
杜

詩
Jl
巻
二
四
)'
｢絶
域
長
夏
晩
'
玄
棲
清
宴
同
｡
朝
廷
焼
桟
北
､
鼓
角

ヽ
ヽ

満

(
1
作
漏
)
天
東
｡
屡
金
牌
軍
第
㌧
佃
騎
御
史
艶
｡
本
無
丹
竃
術
'

那
免
白
頭
象
.
-
･･･｣
の
句
.
『九
家
集
注
杜
詩
』
は
､
｢趨
云
'
漏
天
'

ヽ
ヽ

在
要
州
'
萄
之
西
春
地
多
雨
'
故
名
漏
天
へ
則
梓
川
普
在
其
東
'
所
以

形
容
其
地
也
｡
察
伯
世
正
異
'
漏
天
乃
地
名
'
在
雅
州
へ
以
其
地
多
雨

也
へ
居
梓
川
之
西
｡
正
文
靴
作
満
｣
と
注
す
る
｡

22

｢天
閲
象
緯
逼
｣
へ
察
輿
宗
作

｢天
閲
｣
'
近
是
｡
察
云
'
｢古
本

作
｢閥
｣

｡｣

史
､
｢以
管
窺
天
｡｣
佐
｡

せ
ま

｢天
閲

象
緯

逼

り

｣
を
､
察
輿
宗
は

｢天
閥
｣
に
作
る
が
'
お

そ
ら
-
正
し
い
｡
寮
は

｢古
本
に

｢閥
｣
に
作
る
｣
と
云
う
｡
『史
記
』

に

｢管
を
以
て
天
を
窺
う
｣
と
あ
る
｡
粛
佐
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

本
棟
を
映
-

(注
)

｢天
閲
象
緯
逼
｣
は
'
｢遊
龍
門
奉
先
寺
｣
(『九
家
集
桂
杜

詩
』
巻

一
)'
｢己
従
招
提
遊
､
更
宿
招
提
境
｡
陰
塾
生
虚
頼
'
月
林
散

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

清
影
｡
天
開
象
緯
逼
'
雲
臥
衣
裳
冷
｡
欲
覚
開
展
鐘
へ
令
入
費
探
省
｣

の
句
｡
『九
家
集
往
杜
詩
』
の
引
-

｢察
正
異
｣
は
'
｢世
倖
古
本
作
天

開
｡
今
従
之
｡
荘
子
以
管
閑
天
｡
正
用
此
字
｣
と
す
る
｡
『詩
話
線
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亀
』
後
集
巻
十
八

｢正
靴
門
｣
に
引
-

『杜
詩
正
異
』
で
は
'
｢世
博

古
本
作
天
閥
｡
今
従
之
｡
荘
子
以
管
閥
天
｡
正
用
此
字
｡
膏
集
以
作
開
'

又
或
作
関
'
今
不
取
｡
蓋
先
生
詩
該
衆
美
者
'
不
惟
近
鰹
巌
於
屠
封
へ

至
於
古
風
句
封
者
'
亦
然
｡
観
此
詩
可
見
臭
｡
近
人
論
詩
'
多
以
不
必

屠
封
馬
高
古
'
何
耶
｡
故
詳
論
之
以
侯
知
者
葛
｣
と
す
る
.
な
お
'
こ

こ
に
引
-

『荘
子
』
は
'
秋
水
篇
｡

｢以
管
窺
天
｣
は
､
『史
記
』
巻

一
〇
五
后
鵠
倉
公
列
博
の

｢夫
子

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

之
馬
方
也
'
若
以
管
窺
天
'
以
都
成
文
｡｣

23

｢杜
子
美

｢暗
飛
登
自
照
｣
'
語
只
是
巧
｡
章
蘇
州
云

｢寒
雨

暗
深
更
'
流
登
度
高
閣
｡｣
此
景
色
可
想
'
但
則
是
自
在
説
了
｡｣
困

言
'
｢図
史
補
稀
寺

｢鳥
人
高
潔
､
鮮
食
寡
欲
｡
所
至
之
庭
､
掃
地

焚
香
'
開
聞
而
坐
｡｣
其
詩
無

一
字
倣
作
､
直
是
自
在
｡
其
気
象
近

道
'
意
常
愛
之
｡｣
問
､
｢比
陶
如
何
｡｣
日
'
｢陶
却
是
有
力
'
但
語

健
而
意
閑
｡
隠
者
多
是
帯
気
負
性
之
人
馬
之
｡
陶
欲
有
馬
而
不
能
者

也
'
又
好
名
｡
孝
則
自
在
'
其
詩
直
有
倣
不
著
庭
便
倒
場
了
底
｡
晋

宋
聞
詩
多
閑
淡
｡
杜
工
部
等
詩
常
忙
了
｡
陶
云

｢身
有
鎗
努
､
心
有

常
閑
｣
'
乃
穫
記

｢身
努
而
心
閑
則
篤
之
也
｣
｡
方
｡

｢杜
子
美
の

｢暗
飛

巻
自
ら
照
ら
す
｣
は
t
と
に
か
-
う
ま
い

わ
た

表
現
だ
｡
幸
蘇
州
が

｢寒
雨

深
更
に
暗
-
'
流
登

高
閣
を

度

る
｣
と
云
う
の
は
'
情
景
は
よ
-
わ
か
る
が
'
た
だ
ひ
た
す
ら
き
ま

ま
に
述
べ
て
い
る
｡｣
そ
こ
で
い
わ
れ
る
に
は
'
｢
『唐
国
史
補
』
に

は
孝
が

｢高
潔
な
人
柄
で
'
少
食
寡
欲
で
あ

っ
た
｡
ど
こ
に
行

っ
て

も
'
地
を
掃
き
清
め
て
香
を
焚
き
'
門
を
閉
ざ
し
て
坐
し
て
い
た
｣

と
い
っ
て
い
る
.
彼
の
詩
は

l
字
も
作
為
が
な
-
'
ひ
た
す
ら
き
ま

ま
な
の
だ
｡
彼
の
気
象
は
道
に
近
-
､
心
は
常
に
道
を
大
事
に
し
て

い
た
｡｣
｢陶

(淵
明
)
と
比
べ
て
ど
う
で
し
ょ
う
か
｣
と
お
尋
ね
す

る
と
'
言
わ
れ
る
に
は
､
｢陶
に
は
力
が
あ
る
｡
た
だ
言
葉
は
力
強

-
て
も
心
は
静
か
だ
｡
隠
者
と
い
う
の
は
た
い
て
い
気
性
が
強
-
己

を
悼
む
よ
う
な
人
物
が
な
る
も
の
だ
｡
陶
は
世
に
志
が
あ
り
な
が
ら

果
た
せ
な
か
っ
た
人
で
､
名
草
を
求
め
て
い
た
｡
寺
は
き
ま
ま
で
'

彼
の
詩
に
は
う
ま
-
行
か
な
け
れ
ば
そ
の
ま
ま
駄
目
に
な
っ
て
し
ま

しす

う
と
こ
ろ
が
あ
る
｡
晋
末
の
こ
ろ
の
詩
に
は

閃

か

で
あ

っ
さ
-
し
た

も
の
が
多

い
｡
杜
工
部
な
ど
の
詩
は
い
つ
も
せ
わ
し
な
い
｡
陶
は

｢身
に
除
努
有
り
'
心
に
常
閑
有
-
｣
と
い
っ
た
が
'
こ
れ
は

『確

記
』
の

｢身
は
努
す
れ
ど
も
心
閑
な
れ
ば
則
ち
之
を
為
す
な
-
｣
と

い
う
こ
と
だ
｡
楊
方
記
す

72



(校
勘
)

朝
鮮
古
活
字
本

｢気
負
性
｣
1

｢性
負
気
｣

朝
鮮
古
第
本

本
棟
を
映
-

(注
)

｢暗
飛
登
自
照
｣
は
'
｢倦
夜
｣
(
『九
家
集
注
杜
詩
』
巻
二

四
)'
｢竹
涼
使
臥
内
'
野
月
満
庭
隅
｡
垂
露
成
洞
滴
､
稀
星
乍
有
無
｡

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

暗
飛
蚤
自
照
'
水
宿
鳥
相
呼
｡
高
車
千
曳
裏
'
杢
悲
清
夜
狙
｣
の
句
.

｢寺
蘇
州
｣
は
､
寺
磨
物
｡
｢暮
雨
暗
深
更
-
-
｣
は
'
｢寺
居
濁
夜

寄
雀
圭
簿
｣
(
『寺
蘇
州
詩
集
』
巻
二
)'
｢幽
入
寂
不
蘇
'
木
葉
紛
紛
落
｡

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

寒
雨
暗
深
更
'
流
登
度
高
閣
｡
坐
便
青
燈
暁
'
還
傷
夏
衣
薄
｡
寧
知
歳

方
妾
'
離
居
更
粛
索
｣
の
句
｡

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

｢国
史
補
｣
は
李
肇

『唐
国
史
補
』
｡
巻
下
に

｢寺
贋
物
立
性
高
潔
'

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

鮮
食
寡
欲
O
所
至
焚
香
掃
地
而
坐
O
其
鵠
詩
'
馳
牒
建
安
以
遠
､
各
得

其
風
韻
｣
と
見
え
､
『語
類
』
と
若
干
の
異
同
が
見
ら
れ
る
｡

｢身
有
除
算
-
-
｣
は
､
陶
淵
明
の

｢自
祭
文
｣
の
句
に
も
と
づ
-

が
'
『陶
淵
明
集
』
巻
七
で
は
､
｢勤
廉
除
算
'
心
有
常
閑
｣
と
す
る
｡

｢身
努
而
心
閑
則
為
之
也
｣
の
句
は
'
『穫
記
』
に
は
見
え
な
い
｡

『語
類
』
に
は
他
に

｢季
緯
勧
察
季
通
酒
'
止
其
泉
南
之
行
｡
察
決
於

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

先
生
'
先
生
笑
而
不
答
.
良
久
'
云
'
｢身
努
而
心
安
者
寛
之
'
利
少

而
義
多
者
馬
之
O｣
人
傑
｡
贋
録
云
'
戎
有
所
欲
鵠
'
謀
於
先
生
0
日
'

｢心
侠
而
身
努
'
烏
之
｡
利
少
而
義
多
'
鵠
之
o｣｣
(｢朱
子
十
七

訓

門
人
八
｣

l
二
〇
･
2
9
)6
)
と
見
え
る
｡

24

幸
蘇
州
詩
高
於
王
維
孟
浩
然
諸
人
'
以
其
無
聾
色
臭
味
也
｡
方
｡

章
蘇
州
の
詩
が
王
維

･
孟
浩
然
た
ち
よ
-
調
子
が
高

い
の
は
､
聾
も

朱
子
語
類
論
文
篇
詩
法
的

(興
膳
･
木
津
･斎
藤
)

色
も
臭

い
も
味
も
な
い
か
ら
な
の
だ
｡
楊
方
記
す

(校
勘
)

朝
鮮
古
家
本

本
候
を
鉄
-

(荏
)

｢無
草
色
臭
味
｣
は
'
『中
庸
』
に

｢子
日
'
聾
色
之
於
以
化

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

民
末
也
｡
赤
目
､
徳
輪
如
毛
'
毛
猶
有
倫
'
上
天
之
載
'
無
聾
無
臭
｡

ヽ
ヽ

至
臭
｣
と
あ
る
の
に
も
と
づ
-
0

25

韓
詩
平
易
｡
孟
郊
喫
了
飽
飯
'
思
量
到
人
不
到
虞
｡
聯
句
中
被

他
牽
得
'
亦
著
如
此
倣
｡

韓

(愈
の
)
詩
は
平
易
だ
｡
孟
郊
は
腹

一
杯
飯
を
食

っ
て
い
た
ら
'

人
の
思
い
至
ら
ぬ
と
こ
ろ
ま
で
考
え
が
及
ん
で
い
た
ろ
う
に
｡
聯
句

で
は
彼

(韓
愈
)
に
引

っ
張
ら
れ
て
､
こ
こ
ま
で
に
な

っ
た
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
窯
本

本
棟
を
鉄
-

(注
)

｢聯
句
｣
は
'
い
わ
ゆ
る
韓
孟
聯
句
.
｢城
南
聯
句
｣
｢圃
妊

聯
句
｣
な
ど
｡

｢孟
郊
喫
了
飽
飯
･･･-
｣
は
'
韓
愈

｢答
孟
郊
｣
(
冒
自
費
先
生
集
』

巻
五
)
の

｢人
骨
有
除
酒
肉
'
子
猫
不
得
飽
｣
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ

ろ
う
｡｢聯
句
中
被
他
牽
得
-
-
｣
は
'
孟
郊
が
韓
愈
に
引
っ
張
ら
れ
て
'

す
ぐ
れ
た
句
を
生
み
出
し
た
こ
と
を
い
う
と
解
し
た
｡
｢徐
師
川
間
山

谷
云
'
｢人
言
退
之
東
野
聯
句
'
大
勝
東
野
平
日
所
作
'
恐
是
退
之
有

所
潤
色
｡｣
山
谷
云
'
｢退
之
安
能
潤
色
東
野
'
若
東
野
潤
色
退
之
'
即

- 7j-



中
国
文
学
報

第
六
十
併

有
此
理
｣｣
(呂
本
中

『童
蒙
詩
訓
』)
と
あ
る
よ
う
に
'
孟
郊
の
ふ
だ

ん
の
作
よ
り
も
韓
愈
と
の
聯
句
の
方
が
す
ぐ
れ
て
い
る
と
'
一
般
に
は
'

認
識
さ
れ
て
い
た
｡

26

人
不
可
無
戒
慣
恐
催
底
心
｡
荘
子
説
'
庖
丁
解
牛
神
妙
'
然
才

到
那
族
､
必
心
怖
然
為
之

l
動
'
然
後
解
去
｡
心
勅
使
是
催
虞
｡
韓

文
闘
難
聯
句
云
'
｢
l
噴

l
醒
然
､
再
接
再
砺
乃
｣
'
謂
経
国
了
t

l

以
水
噴
之
便
醍
｡
｢
一
噴

1
醒
｣
'
即
所
謂
健
也
｡
此
是
孟
郊
語
'
也

説
得
好
｡
又
日
､
｢争
観
雲
墳
造
'
助
叫
波
翻
海
｡｣
此
乃
退
之
之
豪
｡

｢
1
噴

1
醍
然
､
再
接
再
砺
乃
.｣
此
是
東
野
之
工
｡
錐
0

人
は
恨
み
恐
れ
る
心
が
な
-
て
ほ
な
ら
ん
｡
荘
子
に

｢庖
丁
が
牛

を
解
膿
す
る
の
は
神
業
だ
が
'
こ
み
い
っ
た
箇
所
に
来
る
と
'
必
ず

さJ‡

心
が
び
く
ん
と
震
え
'
そ
れ
か
ら
捌
い
て
い
-
｣
と
い
う
｡
心
が
び

-
ん
と
す
る
の
が
恐
れ
る
と
こ
ろ
な
の
だ
｡
韓
文
の

｢闘
鶏
聯
句
｣

に
は
'
｢
一
た
び
噴
す
れ
ば

一
た
び
醒
然
'
再
び
接
す
れ
ば
再
び
嘱

乃
｣
と
い
う
が
､
疲
れ
果
て
て
い
て
も
､
水
を
吹
き
か
け
れ
ば
目
が

醒
め
る
こ
と
を
い
う
｡
｢
一
た
び
噴
す
れ
ば

一
た
び
醒
む
｣
と
は
'

い
わ
ゆ
る
恐
れ
る
こ
と
だ
｡
こ
れ
は
孟
郊
の
こ
と
ば
だ
が
､
う
ま
い

良

表
現
だ
｡
｣

ま
た
い
わ
れ
る
に
は
､
｢争
い
て
観
れ
ば

雲
は
道
に
項

ち
'
助
け
を
叫
べ
ば

波
は
海
に
翻
る
｣
は
退
之
の
豪
快
な
と
こ
ろ

で
'
｢
一
た
び
噴
す
れ
ば

一
た
び
醒
然
'
再
び
接
す
れ
ば
再
び
砺

乃
｣
は
'
東
野
の
巧
み
な
と
こ
ろ
だ
｡
典
雅
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
活
字
本

｢然
後
解
去
｣
1

｢然
後
解
云
｣

朝
鮮
古
第
本

本
棟
を
鉄
-

(注
)

｢庖
丁
解
牛
｣
の
事
は
､
『荘
子
』
養
生
圭
篇
に
見
え
る
｡
こ

こ
の
引
用
は
全
鰹
の
意
を
取
っ
た
も
の
だ
が
t
と
-
に

｢毎
至
於
族
'

吾
見
其
難
馬
'
慨
然
為
戒
'
視
為
止
'
行
為
遅
｡
動
刀
甚
徴
へ
謀
然
巳

解
'
如
土
委
地
｣
な
ど
の
箇
所
に
封
癒
し
ょ
う
｡
ま
た
'
｢謹
書
法

上
｣
13
･
14
･
15
候
を
参
照
｡

｢
一
噴
1醒
然
-
･-
｣
｢単
軌
雲
項
道
-
･⊥

は
､
｢闘
難
聯
句
｣

(
冒
日
要
先
生
集
』
巻
八
)
の
句
｡
｢大
鶴
昂
然
乗
'
小
鶴
凍
而
待

(愈
)｡
将
嘆
願
盛
気
ー
洗
刷
凝
鮮
彩

(那
)｡
-
-
知
雄
欣
動
顔
､
怯

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

負
愁
看
賄
O
単
軌
雲
嘆
道
､
助
叫
波
翻
海

(愈
)｡
事
爪
探
難
解
'
噴

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

晴
時
末
怠
｡
1
噴
一
醒
然
'
再
接
再
碩
乃

(郊
)0
-
･･･｣

27

韓
退
之
詩
云

｢強
懐
張
不
満
､
弱
念
開
易
盈
｡
｣

上
旬
是
助
長
'

下
旬
是
歓
｡
雑
｡

･刀

韓
退
之
の
詩
に

｢強
懐

張
れ
ど
も
満
た
ず
'
弱
力

闘
-
る
も

み盈
ち
易
し
｣
と
あ
る
が
'
上
の
句
は
無
理
な
背
伸
び
で
'
下
の
句
は

74



心
細

い
｡
呉
雑
記
す
｡

(注
)

｢強
懐
張
不
満
-
-
｣
は
'
｢秋
懐
｣
十

一
首
の
十

(
冒
日
黍

先
生
集
』
巻

こ

の
句
｡
た
だ
し

『昌
費
先
生
集
』
は

｢強
懐
張
不
満
'

弱
念
映
巳
盈
｡
己
或
作
易
｣
に
作
る
｡

28

退
之
木
鵜
詩
末
句
云

｢直
割
蒼
龍
左
耳
乗
｡
｣
事
見
龍
川
志
へ

正
是
木
鵜
事
｡

退
之
の

｢木
鵡
｣
の
詩
の
結
び
に

｢直
ち
に
蒼
龍
の
左
耳
を
割
き

て
来
た
る
｣
と
あ
る
が
'
こ
の
故
事
は

『龍
川
志
』
に
見
え
'
ま
さ

し
-
木
鶏
の
事
だ
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

本
候
を
鉄
-

(注
)

｢木
鵜
｣
は
'
き
-
ら
げ
｡

｢直
割
蒼
龍
左
耳
来
｣
は
'
｢答
道
士
寄
樹
難
｣
(
冒
自
費
先
生
集
』

巻
十
)
の
句
｡

た
だ
し

『昌
黍
先
生
集
』
は
､
｢直
割
禿
龍
左
耳
来
｣

に
作
る
｡
｢軟
藻
青
黄
状
可
清
'
欲
烹
還
喚
木
盤
週
.
煩
君
自
人
草
陽

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

洞
､
直
割
乗
龍
左
耳
来
｡｣

｢龍
川
志
｣
は
､
蘇
轍
に

『龍
川
略
志
』
の
あ
る
こ
と
が
思
い
起
こ

さ
れ
る
が
へ
こ
の
記
事
は
'
柳
宗
元

『龍
城
録
』
下
に

｢茅
山
道
土
臭

締
'
初
因
採
薬
於
華
陽
洞
口
'
見

1
兄
手
把
大
珠
三
頼
'
其
色
豊
然
'

戯
於
松
下
｡
締
見
之
'
因
前
説
誰
氏
子
'
兄
奔
忙
入
洞
中
'
締
恐
鵠
虎

朱
子
語
類
論
文
篇
諸
法

㈹

(興
膳
･
木
津
･
斎
藤
)

所
害
'
逐
連
呼
相
従
入
欲
政
之
'
行
不
三
十
歩
見
兄
化
作
烏
龍
形
へ
一

手
握
三
珠
項
左
耳
中
､
綿
素
剛
臆
以
薬
斧
新
之
'
落
左
耳
而
三
珠
己
失

所
在
､
龍
亦
不
見
｡
出
不
十
鎗
歩
'
洞
門
閉
臭
｡
-
‥
⊥
と
あ
る
の
を

指
す
だ
ろ
う
｡

29

｢李
賀
較
怪
得
些
子
'
不
如
太
白
自
在
｡
｣
又
日

｢賀
詩
巧
｡
｣

義
剛
o｢李

賀
は
い
さ
さ
か
禦
わ

っ
て
い
る
が
'
太
白
が
き
ま
ま
な
の
に

は
及
ば
な
い
｡
｣
ま
た
い
わ
れ
る
に
は
'
｢賀
の
詩
は
巧
み
だ
｡
｣
責

義
剛
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
活
字
本

･
朝
鮮
古
窯
本

｢怪
｣
1

｢惟
｣

(注
)
｢李
賀
｣
は
'
字
は
長
吉
｡
七
九

l
～
八

1
七
｡

｢較
-
得
些
子
｣
は
'
い
さ
さ
か
-
t
と
い
う
意
｡

30

劉
叉
詩

｢斗
柄
寒
垂
地
'
河
流
凍
徹
天
｡
｣
介
甫
詩

｢柳
樹
鳴

胴
縁
暗
'
荷
花
落
日
紅
鮒
｡
｣
王
建
田
家
留
客
云

｢丁
寧
回
語
屋
中

妻
'
有
客
莫
令
兄
夜
噂
｡
｣
方
子
｡

劉
叉
の
詩
に

｢斗
柄

寒
-
し
て
地
に
垂
れ
'
河
流

凍
-
て
天

に
徹
る
｣
と
あ
-
'
介
甫
の
詩
に

｢柳
樹

鳴
鋼

線
暗
-
'
荷
花

た
け
なわ

落
日

紅

酎
な
り
｣
と
あ
-
'
王
建

の

｢
田
家

客
を
留
む
｣
に

7J



中
国
文
筆
報

第
六
十
冊

｢丁
寧
に
回
語
す

屋
中
の
妻
に
､
客
有
-

兄
を
し
て
夜
時
か
し

む
る
莫
か
れ
｣
と
云
う
｡
李
方
子
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
活
字
本

･
朝
鮮
古
窯
本

｢介
甫
｣
1

｢介
父
｣

(注
)

｢劉
叉
詩
｣
は
'
｢塞
上
達
慮
仝
｣
(
『全
唐
詩
』
巻
三
九
五
)0

｢直
到
桑
乾
北
'
逢
君
夜
不
眠
｡
上
模
腰
脚
健
'
懐
土
眼
晴
穿
｡
斗
柄

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

寒
垂
地
､
河
流
凍
徹
天
｡
帝
魂
泣
相
向
､
何
事
有
詩
篇
｡｣
劉
叉
は
､

生
卒
未
詳
｡

｢介
甫
詩
｣
は
'
王
安
石

｢題
西
太

一
官
壁
｣
二
首
の
1
(
『王
刑

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

文
公
詩
集
』
巻
四
〇
)｡
｢柳
樹
鴨
鍋
緑
暗
'
荷
花
落
日
紅
鮒
｡
三
十
六

阪
春
水
'
白
頭
想
見
江
南
｡｣

｢王
建
田
家
留
客
｣
は
'
『王
建
詩
集
』
巻

一
｡
｢人
客
少
能
留
我
屋
'

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

客
有
新
装
馬
有
粟
｡
･-
-
丁
寧
回
語
屋
中
妻
'
有
客
莫
令
兄
夜
晴
｡
讐

家
直
西
有
牒
路
､
我
敦
丁
男
迭
君
去
｡｣

31

｢詩
須
是
平
易
不
費
力
､
句
法
混
成
｡
如
唐
人
玉
川
子
輩
句
語

難
険
怪
､
意
思
亦
自
有
混
成
気
象
｡｣
因
翠
陸
務
観
詩
'
｢春
寒
催
喚

客
嘗
酒
､
夜
静
臥
聴
鬼
議
書
｡
｣
｢不
費
力
'
好
｡｣
賜
｡

｢詩
は
平
易
で
無
駄
な
力
を
用
い
ず
'
組
立
て
が
混
然

1
膿
と
し

て
い
な
-
て
は
な
ら
な
い
｡
唐
の
玉
川
子
な
ど
こ
と
ば
は
険
怪
だ
が
'

内
容
は
や
は
-
お
の
ず
と
混
然

一
倍
と
し
た
気
象
が
あ
る
｡｣

そ
こ

う
な
が

よ

で
陸
務
艶
の
詩
に

｢春
寒
-
し
て

客
を

催

し

喚

び
て
酒
を
嘗
む
'

夜
静
か
に
し
て

臥
し
て
聴
-

晃
の
書
を
讃
む
を
｣
と
あ
る
の
を

挙
げ
て
'
｢力
が
入

っ
て
い
な
-
て
'
よ

い
｣
と

い
わ
れ
た
｡
林
賜

記
す
｡(校

勘
)

朝
鮮
古
活
字
本

｢怪
｣
1

｢催
｣

朝
鮮
古
寓
本

｢句
語
｣
1

｢句
語
林
本
有
語
字
｣'
｢意
思
亦
有
｣

1

｢意
思
林
本
元
亦
字
､
作
意
思
二
字
｣'
｢混
成
気
象
｣
1

｢混
成
底
林

無
底
字
気
象
｣
'
｢因
拳
｣
1

｢如
林
作
困
翠
｣'
｢賜
｣
1

｢雑
｡
賜
録

少
異
｣

(注
)

｢不
費
力
｣
は
､
む
だ
な
力
が
抜
け
て
い
る
こ
と
｡
｢聖
人
之

恕
輿
学
者
異
者
'
只
事
自
然
輿
勉
強
｡
聖
人
却
是
自
然
摸
充
得
去
'
不

費
力
｡
学
者
須
要
勉
強
接
充
､
其
至
則

一
也
｡｣
(｢論
語
九

里
仁
篇

下

子
日
参
乎
章
｣
二
七

･
6-2)

｢混
成
｣
は
'
｢洋
成

｣
｢痕
(衰
)
成
｣
と
も
書
き
'
ま
た

｢療

(褒

)作
l
片
｣
と
い
う
の
と
も
同
じ
-
'
す
べ
て
が
融
合
し
て
1
億

と
な
っ
た
さ
ま
を
い
う
｡
｢･-
･･如
金
石
林
竹
'
報
土
草
木
'
錐
是
有

許
多
､
却
打
成

1
片
｡
清
濁
高
下
､
長
短
大
小
'
更
唱
迭
和
､
骨
相
磨
'

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

揮
成

一
片
'
有
自
然
底
和
気
｡
-
-
｣
(｢論
語
十
七

泰
伯
篇

興
於

詩
章
｣
三
五

･
捌
)

｢玉
川
子
｣
は
'
慮
全
の
携
｡
?
-
八
三
五
〇

｢陸
務
観
｣
は
'
陸
井
0

1
1
二
五
-
一
二
1
〇
.
務
観
は
字
｡
放

蕩
と
壊
す
｡
｢春
寒
催
喚
客
嘗
酒
-
…
｣
は

｢題
城
南
堂
｣
二
首

(『剣

7∂



南
詩
稿
』
巻
1
九
)
の

第
二｡
｢

借
間
城

南
老
居
士
､
新
年
禦
事
復
何

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽヽヽ

ヽヽ
ヽ

ヽ

如
｡
春
寒
催
喚
客
嘗
酒
'

夜静
臥

聴
兄
謹

書
｡
｣

32

｢行
年
三
十
九
､
歳
英
日
斜
時
｡
孟
子
心
不
動
､
吾
今
其
庶

幾
｡｣

此
禦
天
以
文
滑
稽
也
｡
然
猶
雅
馴
､
非
若
今
之
作
者
村
裏
雑

劇
也
｡
方
子
｡
佐
同
｡
さ
い
ば

｢行
年
三
十
九
'
歳
莫

日
斜
め
な
ら
ん
と
す
る
時
｡
孟
子
心
動

ち
か

か
ず
､
吾
今
其
れ
庶
幾
し
｣
と
い
う
の
は
'
楽
天
が
言
葉
で
ふ
ざ
け

て
い
る
の
で
あ
る
｡
け
れ
ど
も
や
は
-
品
が
あ
っ
て
'
今
の
詩
を
作

る
者
の
村
芝
居
風
と
は
ち
が
う
｡
李
方
子
記
す
｡
粛
佐
の
記
録
も
同
じ
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

｢歳
莫
｣
1

｢歳
暮
｣'
｢滑
稽
｣
1

｢骨

稽
｣'
｢佐
同
｣
1
枚

(注
)

｢行
年
三
十
九
･･･-
｣
は
'
｢隙
凡
｣
(F自
民
長
慶
集
』
巻

六
)｡
た
だ
し

｢孟
子
心
不
動
｣
を

｢四
十
心
不
動
｣
に
作
る
｡
こ
の

句
は

『孟
子
』
公
孫
丑
上
に

｢我
四
十
心
不
動
｣
と
あ
る
の
に
も
と
づ

く
0

33

日
禦
天
琵
琶
行
云

｢噌
噌
切
切
錯
雑
弾
'
大
珠
小
珠
落
玉
盤
｣

云
云
'
這
是
和
両
津
'
至

｢凄
凄
不
似
向
前
聾
'
満
坐
重
聞
皆
掩

泣
｡｣
這
是
淡
而
傷
｡
道
夫
｡

末
子
語
類
論
文
篇
諸
法

榊

(輿
謄

･
木
津

･
斎
藤
)

白
楽
天
の

｢琵
琶
行
｣
に

｢噌
叫
切
切

錯
雑
と
し
て
弾
き
､
大

珠
小
珠

玉
盤
に
落
つ
｣
云
云
は
'
調
子
は
整

っ
て
い
る
が
溺
れ
す

ぎ
で
､
｢凄
凄
と
し
て
向
前
の
聾
に
似
ず
'
満
坐

重
ね
て
聞
け
ば

皆
掩
泣
す
｣
に
な
る
と
'
情
は
浅
い
の
に
感
傷
が
過
ぎ
る
｡
楊
道
夫

記
す
｡(校

勘
)

朝
鮮
古
活
字
本

･
朝
鮮
古
寓
本
と
も
に

｢掩
泣
｣
1

｢掩
泣
｣

中
華
書
局
本
の
み
が

｢掩
｣
と
作
る
た
め
へ
本
文
を
改
め

た
｡
(注
)

｢琵
琶
行
｣
は
'
『自
氏
長
慶
集
』
巻

一
二
｡
｢-
-
大
弦
噌

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

叫
如
急
雨
､
小
弦
切
切
如
私
語
｡
噌
叫
切
切
錯
雑
弾
'
大
珠
小
珠
落
玉

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

盤
｡
-
-
感
我
此
言
良
久
立
'
誹
坐
促
弦
弦
特
急
.
凄
凄
不
似
向
前
聾
'

満
座
垂
聞
皆
掩
泣
｡
就
中
泣
下
誰
最
多
'
江
州
司
馬
青
衿
浸
｡｣

｢和
而
淫
｣
お
よ
び

｢淡
而
傷
｣
は
'
『論
語
』
八
倍
の

｢子
日
'

開
唯
'
柴
而
不
淫
'
哀
而
不
傷
｣
を
踏
ま
え
た
も
の
.

34

唐
文
人
皆
不
可
暁
｡
如
劉
南
錫
作
詩
説
張
曲
江
無

後
､
及
武
元

衡
被
刺
'
亦
作
詩
快
之
｡
白
楽
天
亦
有

一
詩
暢
快
李
徳
裕
｡
禦
天
､

人
多
説
其
清
高
､
其
賓
愛
官
職
｡
詩
中
凡
及
富
貴
虞
､
皆
説
得
口
津

津
地
挺
出
｡
杜
子
美
以
稜
契
自
許
'
未
知
倣
得
輿
否
｡
然
子
美
却
高
'

其
政
虜
靖
､
亦
正
｡
必
大
｡

77
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唐
の
文
人
は
皆
わ
け
が
わ
か
ら
ん
｡
劉
南
錫
な
ど
は
詩
で
張
曲
江

に
後
継
ぎ
が
な
い
こ
と
を
い
い
'
武
元
衝
が
刺
殺
さ
れ
る
と
'
ま
た

詩
を
作

っ
て
快
哉
を
叫
ん
だ
｡
自
禦
天
に
も
李
徳
裕
の
失
脚
に
手
を

叩

い
て
喜
ん
だ
詩
が
あ
る
｡
楽
天
は
'
清
高
だ
と
よ
-
い
わ
れ
る
が
'

じ

っ
さ
い
は
官
職
に
執
着
し
て
い
た
｡
詩
の
な
か
で
富
貴
に
言
及
す

せ
つ

る
と
'
い
つ
も
誕
た
ら
た
ら
の
口
板
-
だ
｡
杜
子
美
は
稜
･
契

を

以

て
自
任
し
て
い
た
が
'
じ

つ
さ
い
そ
う
な
れ
た
か
ど
う
か
｡
た
だ
子

美
は
や
は
-
気
品
が
高
く
'
虜
精
を
群
護
し
た
の
も
'
や
は
-
正
し

い
｡
呉
必
大
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
第
本

本
棟
を
鉄
-

(注
)

｢劉
南
錫
｣
は
'
字
は
夢
得
｡
七
七
二
-
八
四
二
〇

｢作
詩
説
張
曲
江
無
後
｣
は
'
｢弔
張
曲
江
｣
井
引

(
『劉
夢
得
文

集
』
巻
二
)
を
指
す
｡
｢聖
言
貴
忠
恕
､
至
道
重
観
身
｡
法
在
何
所
恨
､

色
相
斯
馬
仁
｡
良
時
雄
久
侍
'
陰
涌
豊
無
図
0
寂
実
寵
陽
廟
'
魂
蹄
不

見
入
｡｣
な
お

｢張
曲
江
｣
は
張
九
齢
'
字
は
子
書
｡
六
七
三
-
七
〇

四
｡
｢作
詩
快
之
｣
は
､
｢代
靖
安
佳
人
怨
｣
二
百
井
引

(
『劉
夢
得
文

集
』
巻
十
)
を
指
す
｡
そ
の
引
に

｢靖
安
､
丞
相
武
公
居
里
名
也
｡
元

和
十

一
年
六
月
へ
公
賂
朝
'
夜
漏
末
壷
三
刻
､
騎
出
里
門
へ
遇
盗
'
養

子
捨
下
｡
初
公
薦
郎
'
余
為
御
史
､
蔽
是
有
膏
｡
今
守
干
遠
服
'
購
不

可
以
諌
'
又
不
得
鵠
歌
詩
聾
干
楚
挽
､
故
代
作
佳
人
怨
以
祥
子
禦
府

云
｣
と
い
う
｡
『韻
語
陽
秋
』
巻
三
は
'
こ
の
こ
と
を
述
べ
て
'
｢除
考

夢
得
烏
司
馬
時
'
朝
廷
欲
操
濯
補
郡
'
而
元
衡
執
政
'
乃
格
不
行
.
夢

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

得
作
詩
傷
之
而
託
於
靖
安
佳
人
へ
其
傷
之
也
へ
乃
所
以
快
之
輿
｣
と
い

う
｡
｢武
元
衡
｣
は
'
字
は
伯
蒼
'
七
五
八
-
八

一
五
'
『奮
唐
書
｣
巻

一
五
八
､
『新
唐
書
』
巻

一
五
二
｡

｢有

1
詩
暢
快
李
徳
裕
｣
に
つ
い
て
は
t
r韻
語
陽
秋
』
巻
二
〇
に

｢･･･-
李
徳
裕
於
楽
天
､
不
見
有
隙
へ
徳
裕
敗
崖
州
､
亦
作
三
絶
快
之
｡

其

l
篇
云
｡
｢楽
天
嘗
任
蘇
州
日
'
要
軌
須
致
用
穐
儀
｡
従
此
結
成
千

蔑
恨
'
今
朝
果
中
自
家
詩
｡｣
蓋
嘗
以
唐
史
孝
之
へ
楽
天
卒
於
含
昌
之

初
'
武
宗
時
也
｡
而
徳
裕
之
腔
'
乃
在
宣
宗
大
中
年
'
則
徳
裕
之
滴
'

楽
天
死
巳
久
'
非
楽
天
之
詩
明
実
｡
････-
｣
と
い
う
.
｢李
徳
裕
｣
は
'

字
は
文
鏡
'
李
吉
南
の
子
｡
七
八
七
-
八
四
九
｡
牛
借
濡
ら
と
封
立
L
t

牛
李
の
真
率
と
な
っ
た
こ
と
は
有
名
｡
自
居
易
は
牛
恰
指
と
近
か
っ
た
｡

『蔦
唐
書
』
巻

1
七
四
'
『新
唐
書
』
巻

一
八
〇
｡

｢穫
契
｣
は
'
后
稜
と
股
契
｡
｢自
京
赴
奉
先
願
詠
懐
五
百
字
｣

(
『九
家
集
注
杜
詩
』
巻
二
)
に

｢杜
陵
有
布
衣
'
老
大
意
持
拙
｡
許

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

身

1
何
愚
､
礁
比
稜
輿
契
O
･･････｣
と
あ
る
.

｢救
房
精
｣
に
つ
い
て
は
'
『善
唐
書
』
巻

一
九
〇
下
お
よ
び

『新

唐
書
』
巻
二
〇

一
社
甫
侍
に
'
杜
甫
が
上
害
し
て
梓
護
し
た
こ
と
の
記

事
が
あ
る
｡
｢(天
賓
)
十
五
載
'
線
山
陥
京
師
'
粛
宗
徴
兵
塞
武
､
甫

自
京
師
育
遁
赴
河
西
'
謁
粛
宗
於
彰
原
郡
'
拝
右
拾
遺
｡
虜
璃
布
衣
時

輿
甫
善
へ
時
瑠
璃
宰
相
､
講
自
帥
師
討
賊
､
帝
許
之
｡
其
年
十
月
'
精

7g



兵
敗
於
陳
漬

斜
｡

明
年春'靖罷
相
｡
甫

上
疏言
靖

有
才
'
不
宜
罷
免
｡

粛
宗
慾
へ

乾
瑠

璃刺史

'出甫為
華
州

司
功
参軍
｡
｣

(
『蓄
唐
音
』
巻

T
九
〇
下

)

35

木
蘭
詩
只
似
唐
人
作
｡
其
聞

｢可
汗
｣
｢可
汗
｣
'
前
此
未
有
｡

方
子
｡

木
蘭
の
詩
は
ま
っ
た
-
唐
人
の
作
の
よ
う
だ
｡
そ
の
中
に

｢可

汗
｣
｢可
汗
｣
と
い
う
の
は
'
そ
れ
ま
で
に
は
な
い
こ
と
だ
｡
李
方

子
記
す

｡
(注
)

｢木
蘭
詩
｣
は
'
『禦
府
詩
集
』
巻
二
五

｢横
吹
曲
解
五
｣｡

『古
詩
紀
』
巻
九
六
の
題
注
に
は

｢古
文
苑
作
唐
人
木
蘭
詩
｣
と
あ
る

が
'
今
本

『古
文
苑
』
に
こ
の
句
は
見
ら
れ
な
い
｡
ま
た
､
陳
･
倖
智

匠

『古
今
架
線
』
に
す
で
に
著
録
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
'
唐
以
前
の
北

朝
民
間
の
作
で
あ
ろ
う
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
｡

｢可
汗
｣
は
､
北
方
民
族
の
王
の
稗
鋸
｡
｢木
蘭
詩
｣
に
は
'
｢昨
夜

ヽ
ヽ

見
軍
帖
'
可
汗
大
黙
兵
｣
｢可
汗
閉
所
欲
｣
の
句
が
見
ら
れ
る
｡

36

黄
泉
入
京
師
'
其
夜
有
人
作
詩
貼
三
省
門
馬
之
｡
次
目
蓋
授
京

師
'
識
字
者

T
切
殺
之
.
詩
莫
盛
於
唐
'
亦
莫
惨
於
唐
也
｡
揚
｡

着
果
が
都
に
入
る
と
'
そ
の
夜
何
者
か
が
詩
を
作

っ
て
三
省
の
門

朱
子
語
類
論
文
篇
語
注

榊

(輿
膳

･
木
津

･
斎
藤
)

に
貼

っ
て
罵
っ
た
｡
明
-
る
日
都
中
が
-
ま
な
-
捜
索
さ
れ
'
字
の

謹
め
る
者
は
す
べ
て
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
｡
詩
は
唐
ほ
ど
盛
ん
な
時

代
は
な
い
が
'
唐
ほ
ど
む
ご
い
時
代
も
な
い
｡
包
揚
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
寓
本

本
棟
を
映
-

(注
)

｢責
巣
｣
は
'
唐
末
に
王
仙
芝
と
と
も
に
反
乱
を
起
こ
し
た

山
東
の
腰
賊
｡
八
八
〇
年
に
は
洛
陽
'
長
安
を
陥
れ
へ
大
斉
と
競
し
た

が
､
や
が
て
敗
走
し
た
｡
?
-
八
八
四
｡
『膏
唐
音
』
巻

一
五
〇
下
'

『新
唐
音
』
巻
二
二
五
下
｡

こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
'
『資
治
通
鑑
』
巻
三
五
四
に
'
｢有
書
尚
書

省
門
馬
詩
以
噸
賊
者
'
尚
譲
慾
へ
磨
在
省
官
及
門
卒
ー
悉
挟
目
倒
懸
之
｡

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

大
索
城
中
能
鵠
話
者
､
重
殺
之
､
識
字
者
給
購
役
'
凡
殺
三
千
鎗
人
｣

と
記
す
｡

37

先
生
偶
諦
寒
山
敦
詩
'
其

一
云
'
｢城
中
蛾
眉
女
'
珠
侃
何
珊

柵
｡
輿
鵡
花
聞
弄
'
琵
琶
月
下
弾
.
長
歌
三
日
響
､
短
舞
常
人
看
o

未
必
長
如
此
'
芙
蓉
不
奈
寒
｡｣
云
'
｢如
此
類
'
繁
有
好
虞
､
詩
人

未
易
到
此
｡
公
曾
着
否
｡｣
書
昌
封
'
｢亦
嘗
看
来
｡
近
日
迭
活
来
此

酒
掃
時
'
亦
嘗
書
寒
山

一
詩
迭
行
云
'
｢養
子
未
経
師
'
不
及
都
亭

鼠
｡
何
曾
見
好
人
'
岩
間
長
者
語
｡
馬
染
在
薫
務
､
鷹
須
揮
朋
侶
｡

五
月
敗
鮮
魚
､
勿
令
他
笑
汝
｡｣
毒
昌
｡

79
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国
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筆
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第
六
十
冊

先
生
が
た
ま
た
ま
寒
山
の
詩
を
い
-
つ
か
朗
諭
さ
れ
た
｡
そ
の
1

つ
に
'

｢城
中

蛾
眉
の
女
'
珠
侃

何
ぞ
珊
珊
た
る
｡
鵜
鵡

花

あ
そ

間
に
弄

び
､
琵
琶

月
下
に
弾
ず
｡
長
歌

三
日
響
き
､
短
舞

商

人
看
る

｡未
だ
必
ず
し
も
長
し
え
に
此
く
の
如
-
な
ら
ざ
ら
ん
'
芙

しカ

蓉

寒
を
奈
ん
と
も
せ
ず
｣
と
あ
っ
て
'
い
わ
れ
る
に
は
'
｢
こ
う

し

た
も
の
は
'
賓
に
す
ぐ
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
｡
詩
人
で
こ
こ
ま
で

至
る
の
は
容
易
で
は
な
い
｡
君
は
謹
ん
だ
こ
と
が
あ
-
ま
す
か
｡｣

蕎
昌
が
答
え
る
に
は
'
｢
い
つ
か
謹
み
ま
し
た
｡
ち
か
ご
ろ
浩
を
身

の
回
り
の
お
世
話
に
こ
ち
ら
に
寄
越
し
た
さ
い
に
､
鰻
別
に
寒
山
の

詩

一
首
を
書
い
て
や
り
ま
し
た
｡
｢子
を
養
っ
て
末
だ
師
を
経
ざ
れ

い
つ

ば
'
都
亭
の
鼠
に
も
及
ば
ず
｡
何
曾
か
好
き
人
を
見
し
､
豊
に
長
者

の
語
を
聞
き
し
か
｡
巣
を
為
す
は
薫
務
に
在
-
'
麿
に
須
ら
-
朋
侶

やぶ

ひと

を
揮
ぶ
べ
し
｡
五
月

鮮
魚

放

る

'
他

を

し
て
汝
を
笑
わ
し
む
る
こ

と
勿
れ
｣
と
い
う
も
の
で
す
｡
呉
寿
昌
記
す
｡

(校
勘
)

朝
鮮
古
活
字
本

｢鶴
鵡
｣
1

｢艶
鵜
｣

朝
鮮
古
家
本

本
候
を
映
-

(注
)

｢寒
山
｣
は
'
案
山
子
と
も
｡
天
暦
年
間
に
天
童
翠
犀
山
に

隠
棲
し
た
と
い
う
｡
詩
三
百
飴
首
を
憶
え
る
｡

｢城
中
蛾
眉
女
…
-
｣
は
'
『案
山
子
詩
集
』
で
は

｢城
中
蛾
眉
女
'

珠
楓
珂
珊
柵
｡
鶴
鵡
花
前
弄
､
琵
琶
月
下
弾
.
長
歌
三
月
響
'
短
舞
商

人
看
｡
未
必
長
如
此
､
芙
蓉
不
耐
寒
｣
と
作
る
｡

｢亦
嘗
看
来
｣
の

｢来
｣
は
､
経
激
を
示
す
助
節
｡

｢活
｣
は
'
呉
春
昌
の
子
｡

｢養
子
末
経
師
-
-
｣
は
'
『寒
山
子
詩
集
』
で
は

｢養
子
不
経
師
'

不
及
都
亭
鼠
｡
何
曾
見
好
人
'
笠
間
長
者
語
｡
馬
染
在
薫
清
へ
療
須
揮

朋
侶
｡
五
月
販
鮮
魚
､
莫
数
人
笑
汝
｣
と
L
t
と
-
に
第
七
句
は

｢販
｣
に
作
る
ほ
う
が
理
解
し
や
す
い
｡
｢都
亭
鼠
｣
は
､
『十
六
園
春

秋
』
巻
二
二
に

｢里
語
有
之
'
亭
都
鼠
'
敢
闘
長
者
｣
と
あ
る
｡

38

因
翠
石
畳
卿
詩
極
右
好
庭
'
如

｢仁
者
錐
無
敵
､
王
師
固
有
征
｡

無
私
乃
時
雨
'
不
殺
是
天
啓
｣
長
篇
｡
｢某
善
於
某
入
鹿
見
畳
卿
親

書
此
詩
大
字
'
気
象
方
厳
連
動
'
極
可
賓
愛
'
鼻
所
謂

｢顔
筋
柳

骨
｣
｡
今
人
喜
蘇
子
美
字
'
以
星
卿
字
比
之
'
子
美
遠
不
及
臭
｡
某

嘗
勧
其
人
刻
之
'
不
知
今
安
在
｡
星
卿
詩
極
雄
豪
'
而
続
審
方
巌
'

極
好
｡
如
善
筆
騨
詩
､
｢意
中
流
水
遠
'
愁
外
蕃
山
青
｡｣
又

｢築
意

相
関
禽
封
語
'
生
香
不
断
樹
交
花
｣
之
句
極
佳
'
可
惜
不
見
其
全
集
'

多
於
小
説
詩
話
中
略
見

〓

1爾
｡
星
卿
胸
次
極
高
'
非
諸
公
所
及
｡

其
鳥
人
豪
放
'
而
詩
詞
乃
方
巌
続
審
'
此
便
是
他
好
虞
､
可
惜
不
曾

得
用
｡｣
雑
｡
子
蒙
同
｡

SO



そ
こ
で
石
畳
卿
の
詩
の
ひ
じ
ょ
う
に
よ
い
と
こ
ろ
､
｢仁
者

無

敵
と
錐
も
'
王
師

固
よ
-
征
有
-
｡
無
私
な
る
は
乃
ち
時
雨
､
殺

さ
ざ
る
は
是
れ
天
聾
｣
な
ど
の
長
篇
を
挙
げ
ら
れ
た
｡
｢私
は
以
前

あ
る
人
の
と
こ
ろ
で
皇
卿
自
ら
が
こ
の
詩
を
大
字
で
書
い
た
も
の
を

見
た
こ
と
が
あ
る
が
'
気
象
は
厳
粛
か
つ
強
敵
で
､
じ
つ
に
珍
重
に

催
し
'
ま
さ
し
-
世
に
い
う

｢顔
筋
柳
骨
｣
だ
｡
今
の
人
は
蘇
子
美

の
字
を
好
む
が
'
具
卿
の
字
に
比
べ
る
と
､
子
美
は
遠
-
及
ば
な
い
｡

私
は
そ
の
持
ち
主
に
こ
の
詩
を
石
に
刻
む
よ
う
勧
め
た
が
'
今
は
ど

こ
に
あ
る
の
や
ら
｡
星
卿
の
詩
は
ひ
じ
ょ
う
に
雄
豪
で
'
ま
た
赦
密

で
厳
粛
で
あ
-
'
じ
つ
に
す
ぼ
ら
し
い
｡
｢蕎
筆
騨
詩
｣
の

｢意
中

と
り

流
水
速
-
'
愁
外

香
山
青
し
｣
や

｢禦
意
相
い
関
し
て

禽

は

封
語

し
､
生
香
断
え
ず
し
て
樹
は
花
を
交
う
｣
な
ど
の
句
は
ほ
ん
と
う
に

見
事
だ
が
'
惜
し
い
こ
と
に
彼
の
完
全
な
文
集
は
見
ら
れ
ず
､
多
く

は
筆
記
や
詩
話
の
な
か
か
ら
そ
の

一
二
を
窺
う
だ
け
だ
｡
星
卿
は
胸

の
う
ち
が
じ
っ
に
気
高
-
､
諸
公
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
｡
人
と

な
り
は
豪
放
だ
が
'
詩
の
こ
と
ば
は
厳
粛
撤
密
で
'
そ
こ
が
彼
の
よ

い
と
こ
ろ
だ
｡
惜
し
い
か
な
､
世
に
は
ち

っ
と
も
用
い
ら
れ
な
か
っ

た
｡｣
呉
薙
記
す
｡
林
子
豪
の
記
録
も
同
じ
｡

朱
子
語
類
論
文
篇
諸
法

榊

(輿
膳

･
木
津

･
斎
藤
)

(校
勘
)
古
賀
本
は
か
な
-
異
な
る
｡
｢因
翠
｣
1
紋
へ
ま
た

｢不
殺
是

天
馨
｣
の
後
に
'
｢禦
意
-
-
｣
の
二
句

･
｢意
中
-
-
｣
の
二
句
を

積
け
て

｢此
敷
句
極
佳

･
可
惜
不
見
其
全
篇
只
於
話
中
得
一
二
年
｣
と

述
べ
る
｡
｢某
膏
-
-
賓
愛
｣
は
'
｢奮
嘗
見
石
畳
卿
書
筆
大
書
一
長
篇
へ

筆
力
連
動
｣へ
｢今
人
喜
-
-
遠
不
及
臭
｣
は
'
｢-
-
達
不
及
之
｣
に

作
っ
て

｢畳
卿
胸
次
極
高
｣
の
前
に
入
る
｡
｢詩
詞
｣
は

｢詩
｣
に
'

｢不
曾
得
用
｣
は

｢不
曾
得
用
手
世
｣
に
'
｢雑

･
子
豪
同
｣
は

｢雑
｣
に
そ
れ
ぞ
れ
作
る
｡

(注
)

｢石
畳
卿
｣
は
､
石
延
年
'
隻
脚
は
字
｡
九
九
四
-
一
〇
四

一
｡
『宋
史
』
巻
四
四
二
｡
欧
陽
伸
に

｢石
畳
卿
墓
表
｣
(『欧
陽
文
忠

公
文
集
』
巻
二
四
)
が
あ
る
｡

｢仁
者
雄
無
敵
-
-
｣
は
'
｢曹
大
尉
西
師
｣
(『宋
文
鑑
』
巻
二
二
㌧

『石
畳
卿
詩
集
』
は

｢曹
大
尉
西
征
｣
に
作
る
)
の
句
｡
｢仁
者
錐
無

敵
'
王
師
固
有
征
｣
は
そ
の
第

一
･
二
句
､
｢無
私
乃
時
雨
'
不
殺
是

天
聾
｣
は
'
第

二

一
二
句
｡
｢仁
者
錐
無
敵
｣
は

『孟
子
』
梁
恵

王
上
の

｢仁
者
無
敵
へ
王
講
勿
疑
｣
を
拒
ま
え
る
｡

｢顔
筋
柳
骨
｣
は
､
顔
鼻
卿
と
柳
公
権
の
筆
法
の
こ
と
｡
欧
陽
傾

『六
一
詩
話
』
に
は
'
｢石
畳
卿
自
少
以
詩
酒
豪
放
自
得
'
其
気
貌
偉

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

然
､
詩
格
高
崎
'
又
工
於
書
'
筆
書
遍
勤
'
髄
棄
顔
柳
､
鶏
世
所
珍
｡

-
･･･｣
と
い
う
.
ま
た
陸
済

｢唐
希
雅
雪
鵠
｣
(r剣
南
詩
満
』
巻
五

八
)
に
は

｢我
評
此
董
如
奇
書
､
顔
筋
柳
骨
迫
軟
度
｣
と
あ
る
｡

｢蘇
子
美
｣
は
'
蘇
舜
欽
'
子
美
は
字
｡
一
〇
〇
八
-
四
八
｡
梅
尭

臣
と
並
稀
さ
れ
る
詩
人
.
草
書
に
工
み
で
あ
っ
た
o
F宋
史
』
巻
四
四
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第
六
十
冊

二
｡
『蘇
学
士
文
集
』
十
六
巻
｡
欧
陽
修
に

｢湖
州
長
史
蘇
君
墓
誌
銘
｣

(
『欧
陽
文
忠
公
文
集
』
巻
三

一
)
が
あ
る
｡

｢善
筆
騨
詩
｣
は
'
『石
畳
卿
詩
集
』
(
『両
宋
名
賢
小
集
』
所
収
)

に
見
え
る
｡

｢禦
意
相
関
禽
封
語
'
-
-
｣
は
'
｢金
郷
張
氏
圃
亭
｣
(
『末
文

鑑
』
巻
二
四
)
の
句
｡

[後
記
]

本
稿
作
成
の
過
程
で
'
森
田
活

l
､
幸
福
香
織
へ
森
賀

一
恵
'
鏡

鴎
諸
氏
の
レ
ジ
ュ
メ
を
参
照
し
た
｡
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
｡


